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企
業
城
下
町
へ

企
業
城
下
町
と
は

企業城下町とは

「
企
業
城
下
町
」
と
開
い
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
や
、
新
日
鉄
の
釜
石
、
旭
化
成
の
延
院
と
い
っ
た

重
化
学
工
業
の
巨
大
企
業
が
立
地
す
る
都
市
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
か
つ
て
鉱
業
で
栄
え
た
町
を
思
い
描
く
人
も
い
る
に
違
い
な
い
。

「
企
業
城
下
町
」
と
は
、
あ
た
か
も
近
世
城
下
町
の
領
主
の
よ
う
に
大
企
業
が
都
市
に
君
臨
し
て
い
る
様
か
ら
つ
く
ら
れ
た
用
語
で

あ
り
、
「
特
定
の
大
企
業
な
い
し
同
系
列
の
企
業
グ
ル
ー
プ
が
立
地
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
、
そ
う
し
た
企
業
の
存
在
な
く
し

て
は
都
市
機
能
が
維
持
さ
れ
な
い
都
市
」
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
一
九
年
末
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
生
産
台
数
が
世
界
第
一
位
に
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
っ
た
が
、
そ
の
税
収
も
あ

っ
て
豊
田
市
の
財
政
力
指
数
(
総
務
省
調
査
)
は
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
令
か
つ
て
企
業
城
下
町
と
し
て

栄
え
た
町
の
な
か
に
は
、
産
業
の
衰
退
に
よ
っ
て
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
最
た
る
例
が

財
政
破
続
し
た
夕
張
市
で
あ
る
。
企
業
城
下
町
は
、
良
く
も
悪
く
も
「
企
業
」
と
「
都
市
」
が
運
命
共
同
体
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
産
業
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
機
能
に
特
化
し
た
都
市
の
宿
命
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
企
業
城
下
町
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
近
代
以
降
、

っ
て
各
地
に
宮
営
工
場
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
軽
工
業
で
は
富
岡
製
糸
場
、

明
治
新
政
府
の
殖
産
興
業
に
よ

重
工
業
で
は
八
幡
製
鉄
所
が
知
ら
れ
て

. 
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い
る
。
官
営
工
場
の
多
く
は
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
再
建
後
に
は
企
業
の
主
力
工
場
と
し
て

稼
働
し
た
。
明
治
二

O
年
前
後
に
は
企
業
勃
興
期
を
迎
え
、
紡
繍
業
を
中
心
に
民
間
資
本
の
大
工
場
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
惣
然
と
近
代
的
な
工
場
が
建
設
さ
れ
た
師
や
村
で
は
、
労
働
者
の
増
加
と
と
も
に
都
市
化
が
進
行
し
、
企
業
城
下
町
の

先
駆
け
と
も
い
え
る
都
市
空
間
が
出
現
し
た
。

一
方
、
鉱
業
で
も
官
営
鉱
山
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
小
坂
鉱
山
、
釜
石
鉄
山
、
三
池
炭
鉱
、
高
島
炭
鉱
が
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
明
治
中
ご
ろ
ま
で
に
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
鉱
山
経
営
で
財
を
な
し
た
政
商
や
財
閥
は
各
地
の
鉱
山
を
貿

収
し
、
大
規
模
な
採
鉱
施
設
や
製
錬
所
を
建
設
し
て
い
っ
た
。
鉱
業
の
場
合
、
人
皇
離
れ
た
山
間
部
や
離
島
に
お
い
て
採
鉱
さ
れ
る

た
め
、
大
鉱
山
の
期
辺
に
は
数
千
人
の
鉱
夫
が
暮
ら
す
社
宅
街
が
建
設
さ
れ
、
企
業
城
下
町
の
原
型
と
も
い
え
る
鉱
山
町
や
炭
鉱
町

が
誕
生
し
た
。
企
業
城
下
町
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
鉱
業
は
重
工
業
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
う
点
で
も
晃
逃
せ
な
い
。
釜
石

や
日
立
、
新
居
浜
の
よ
う
に
、
鉱
業
か
ら
工
業
へ
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
鉱
山
町
か
ら
工
業
都
市
へ
と
成
長
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
。

大
正
三
(
一
九
一
四
)
年
に
欧
州
で
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
自
本
経
済
に
未
曾
有
の
好
景
気
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
工

業
規
模
を
拡
大
さ
せ
た
。
そ
う
し
た
な
か
急
成
長
を
遂
げ
た
企
業
の
地
方
に
お
け
る
事
業
展
開
は
、
ひ
と
つ
は
既
存
の
主
力
工
場
に

対
す
る
設
備
投
資
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
大
規
模
な
工
場
用
地
を
求
め
た
農
村
進
出
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
各
地
で
企
業
城
下

町
が
誕
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
恐
慌
後
に
は
、
閉
山
直
轄
国
道
工
事
に
代
表
さ
れ
る
公
共
土
木
事
業
に
よ
っ
て
工
場
立

地
の
地
域
格
差
が
減
少
し
た
こ
と
、
市
町
村
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
前
提
と
し
た
誘
致
活
動
が
本
格
化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大

企
業
の
地
方
進
出
に
拍
車
が
掛
か
っ
た
。
と
り
わ
け
重
工
業
の
巨
大
工
場
と
そ
の
関
連
施
設
は
、
旧
来
の
市
町
村
域
を
超
え
て
広
範

に
立
地
し
、
地
域
社
会
の
再
編
を
と
も
な
う
企
業
城
下
町
化
を
引
き
起
こ
し
た

D

戦
時
中
に
は
、
国
防
の
観
点
か
ら
工
業
の
地
方
分
散
化
が
政
策
と
し
て
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
全
国
二
三
地
区
で
行

わ
れ
た
「
新
興
工
業
都
市
計
画
」
で
あ
り
、
国
庫
補
助
に
よ
る
大
規
模
な
土
地
区
画
整
理
事
業
が
施
行
さ
れ
、
工
場
用
地
の
造
成
や

そ
の
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
一
七
ご
九
四
二
)
年
六
月
二
日
に
は
「
工
業
規
制
地
域
及
工
業
建
設
地
域
ニ
関



企業城下町とは

ス
ル
暫
定
措
置
要
綱
」
が
閣
議
決
定
し
、
四
大
工
業
地
帯
と
そ
の
毘
辺
地
域
に
お
け
る
工
場
の
新
設
が
原
則
禁
止
さ
れ
る
と
と
も
に

全
国
二
九
地
域
が
「
工
業
建
設
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
。
重
工
業
の
軍
需
工
場
が
立
地
し
た
都
市
で
は
、
工
場
用
地
の
造
成
が
す
べ

て
に
お
い
て
優
先
す
る
都
市
計
画
が
半
ば
強
引
に
進
め
ら
れ
、
企
業
城
下
町
化
し
て
い
っ
た
。

戦
後
、
大
規
模
な
出
軍
施
設
の
転
用
が
留
ら
れ
、
そ
の
一
部
が
重
化
学
工
業
の
企
業
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
昭
和
三

0
年
代
後
半

に
は
、
全
国
総
合
開
発
計
画
に
基
づ
く
拠
点
開
発
が
行
わ
れ
、
新
産
業
都
市
や
工
業
整
備
特
加
地
域
で
は
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ

i
ト

に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
な
工
場
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。
高
度
経
済
成
長
下
、
工
業
の
規
模
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
各
地
で
重
化

学
工
業
の
巨
大
工
場
が
建
設
さ
れ
、
多
く
の
企
業
城
下
町
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
や
後
発
の
企
業
が
立
地
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
現
在
で
は
企
業
城
下
町
と
は
い
え
な
い
が
、
も
と
も
と
企
業
城
下
町
的
な
構
造
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
都
市
も
多
い
。

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
地
方
に
お
い
て
近
代
的
な
工
業
都
市
が
誕
生
す
る
際
に
は
、
複
数
の
大
資
本
が
投
入
さ
れ
た
あ

る
い
は
内
在
し
て
い
た
都
市
の
ほ
う
が
実
は
絞
ら
れ
て
い
て
、
最
初
の
一
時
点
で
あ
っ
て
も
特
定
の
大
企
業
な
い
し
企
業
グ
ル
ー
プ

が
工
業
都
市
化
を
牽
引
す
る
企
業
城
下
町
タ
イ
プ
が
意
外
に
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
企
業
城
下
町
は
、
地
方
都
市
の
近
代
を

解
き
明
か
す
上
で
も
欠
か
せ
な
い
研
究
対
象
と
い
っ
て
よ
い
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
工
業
化
は
、
在
来
産
業
が
近
代
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
、
欧
米
か
ら
新
技
術
を
移
植
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
近
代
産
業
が
誕
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
が
同
時
併
行
で
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
近
代
産
業
の
工
業
化
は
、

紡
績
業
に
は
じ
ま
り
重
工
業
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
書
で
は
、
在
来
産
業
、
近
代
産
業
(
軽
工
業
/
重
工
業
)
の

な
か
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
企
業
城
下
町
を
形
成
し
た
野
田
(
野
田
鶴
治
株
式
会
社
)
、
倉
敷
(
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
)
、
日
立

(
日
立
製
作
所
)
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
近
世
城
下
町
の
系
譜
を
引
く
都
市
の
よ
う
に
強
固
な
都
市
構
造
を
も
っ
て

い
な
い
と
い
う
点
で
一
致
し
て
お
り
、
都
市
計
画
上
の
課
題
も
多
く
の
点
で
共
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
ず
か
三
つ
の
事
例

に
す
ぎ
な
い
が
、
各
産
業
部
門
を
代
表
す
る
企
業
が
同
じ
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ

い
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
克
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

3 . 
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企
業
戦
略
の
都
市
計
画

}字率:

企
業
城
下
町
を
訪
れ
た
と
き
、
よ
く
耳
に
す
る
の
は
「
こ
の
昨
は
、
ど
こ
そ
こ
の
企
業
が
つ
く
っ
た
」
と
い
っ
た
話
で
あ
る
。
も

う
少
し
詳
し
く
開
い
て
み
る
と
、
企
業
が
鉄
道
を
敷
設
し
た
こ
と
や
、
幹
線
道
路
を
新
設
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
発
電
所
を
建
設
し

て
電
気
を
通
し
た
こ
と
な
ど
、
地
域
社
会
に
も
貢
献
し
た
大
事
業
の
話
が
続
い
て
出
て
く
る
。
た
し
か
に
、
そ
う
し
た
企
業
活
動
は

地
域
の
一
大
事
業
で
あ
り
、
都
市
形
成
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
だ
が
、
は
た
し
て
そ
う
し
た
大
事
業
だ
け
が
、
企
業
城
下

町
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
く
行
為
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

近
代
産
業
の
最
大
の
特
徴
は
「
大
量
生
産
」
と
い
っ
て
よ
い
。
工
場
で
は
機
械
が
設
置
さ
れ
、
均
質
な
製
品
が
大
量
に
製
造
さ
れ

た
。
そ
れ
は
一
般
に
工
場
制
約
機
械
工
業
と
よ
ば
れ
る
が
、
大
資
本
化
と
と
も
に
生
産
施
設
は
増
強
さ
れ
、
さ
ら
に
大
き
な
ス
ケ
ー
ル

の
大
量
生
産
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
企
業
城
下
町
で
は
、
近
代
的
な
大
工
場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
発
電
所
や
給
水
施
設
、
あ
る
い

は
機
械
修
理
工
場
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
施
設
も
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
施
設
関
を
相
互
に
連
絡
す
る
道
路
絹
の
整
備
や
、

工
場
労
働
者
向
け
の
住
宅
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
都
市
全
体
が
あ
た
か
も
製
品
を
生
み
出
す
ひ
と
つ
の
大
き
な
「
機

械
装
置
」
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
都
市
全
体
に
わ
た
っ
て
生
産
活
動
が
展
開
さ
れ
た
企
業
城
下
町
で
は
、
都
市
そ
の
も
の
が
大
企
業
の
生
産
シ
ス
テ
ム

に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
企
業
の
産
業
基
盤
は
い
く
つ
か
の
大
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
全
体
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま

な
「
計
画
」
や
「
事
業
」
、
す
な
わ
ち
「
都
市
計
画
」
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
き
た
と
み
て
よ
い
。

現
在
、
「
都
市
計
画
」
と
い
う
と
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
「
計
画
」
や
「
事
業
」
の
こ
と
を
指
す
の
が
一
般
的
で
、
土
地
区
画
整

理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
、
土
地
利
用
規
制
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
前
の
都
市
計
画
は
制
度
の
函
で

も
、
運
用
の
面
で
も
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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日
本
に
都
市
計
画
法
が
公
布
さ
れ
た
の
は
大
正
八
(
一
九
一
九
)
年
四
月
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
翌
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
。
こ
の
と
き
都
市
計
画
法
が
適
用
さ
れ
た
の
は
六
大
都
市
(
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
)
に
限
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
適
用
範
囲
は
、
県
庁
所
在
都
市
や
工
業
地
帯
を
形
成
し
た
都
市
へ
と
順
次
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
八
(
一
九

一二
三
)
年
三
月
二
九
日
(
法
律
第
二
二
号
)
の
法
改
正
後
、
す
べ
て
の
「
市
」
と
内
務
大
臣
が
指
定
す
る
「
町
村
」
に
都
市
計
画
法

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
一
七
年
六
月
三

O
日
時
点
で
都
市
計
画
法
が
適
用
さ
れ
て
い
た
の
は
一
九
四
市
、
四
二
七
町
村
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
都

市
計
画
が
計
画
決
定
さ
れ
た
の
が
一
六
五
市
、
一
五
四
町
村
で
あ
り
、
事
業
決
定
さ
れ
た
の
が
一
二
ニ
市
、
五
四
町
村
で
あ
っ
た
。

表

l
は
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
都
市
計
画
決
定
お
よ
び
事
業
決
定
さ
れ
た
都
市
の
数
を
種
目
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
事
業
に
関
す
る
種
目
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
都
市
計
画
街
路
が
一
五
九
市
、
一
一
五
町
枕
で
計
画
決
定
さ
れ
て
お
り
、
戦

前
の
都
市
計
画
は
道
路
事
業
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
外
に
は
土
地
区
画
整
理
と
都
市
計
画
公
闘

が
一
部
の
市
町
村
で
計
画
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
事
業
決
定
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
道
府
県
庁
所
在
都
市
と
一
般
的
な

市
町
村
で
は
明
ら
か
に
差
が
あ
っ
た
。
戦
前
の
都
市
計
画
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
は
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
り
、
道
府
県
の
補
助

金
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
税
収
の
少
な
い
一
般
的
な
市
町
村
で
は
都
市
計
画
税
や
受
益
者
負
担
等
の
限
ら
れ
た
財
源
に

よ
っ
て
一
部
が
事
業
化
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

一
方
、
都
市
計
画
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
で
あ
る
土
地
利
用
規
制
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
地
域
地
区
制
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の

根
幹
を
な
す
用
途
地
域
は
、
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
工
業
地
域
の
わ
ず
か
三
つ
の
区
分
し
か
な
く
、
制
度
と
し
て
不
十
分
な
も
の

で
あ
っ
問
。
そ
れ
で
も
道
府
県
庁
所
在
都
市
で
は
八
割
近
い
三
七
都
市
で
導
入
さ
れ
た
の
だ
が
、

一
般
の
市
阿
村
で
は
な
か
な
か
計

画
決
定
さ
れ
な
か
っ
か

)
O

用
途
地
毘
に
つ
い
て
は
自
然
景
観
の
保
全
を
目
的
と
し
た
風
致
地
区
が
比
較
的
多
く
指
定
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
そ
れ
以
外
の
地
区
指
定
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
企
業
城
下
町
で
行
わ
れ
た
都
市
計
画
に
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一

5 . 
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序章企業城下1I汀へ

表 1 都市計画友同事業決定一覧(昭和 17年6月30毘現在)
自問-“「ー

計画決定 事業決定

種目
道府県庁 町村 道府県庁 Itn" 1寸
所在都市 所在都市

街路(路面改良を含む) 159 46 115 108 41 35 

河川、運河、水路埋立 13 7 12 6 

水源j函養 O 

!マ水道 14 9 12 7 

上水道 2 つ 1 

区画整理 46 20 31 29 14 21 

飛行場 3 2 3 2 

軌道 l 

司王 高速度鉄道 2 2 1 

業 防火J'I~水利施設 6 3 2 

防火施設 l 1 
手重

紡i朝堤 4 l 4 1 I 

日高i~JI坊禦 1 

一段地の住宅経営 l 

公監! 49 18 17 32 14 3 

緑地 9 5 l 7 4 

運動場 4 3 4 3 

市場、居場 4 3 2 

墓地、火葬場 12 5 3 5 3 2 

塵芥焼却場 4 2 2 

i原尿処理場 1 l 

用途地域 93 37 5 

規
風致地区 86 32 39 

防火地区 7 6 

制美観地区 3 2 

種 高度地底 4 2 

空地地i玄 4 2 2 

iヨ住居専)~H自 i玄 2 2 1 

工業専用地区 3 

東京市政調査会 f日本都市年鑑J(第 12巻、IlB和 18年度版) 139 ~ 142頁、より作成。

道府県!T所在都市は!大i数。
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は
、
法
定
都
市
計
画
以
外
の
「
計
画
」
や
「
事
業
」
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
施
設
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
都

市
計
画
法
の
適
用
以
前
に
は
、
市
町
村
が
独
自
に
条
例
や
規
定
を
制
定
し
、
道
路
や
橋
梁
と
い
っ
た
都
市
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
書
で
取
り
扱
う
「
都
市
計
画
」
と
は
、
「
法
定
都
市
計
画
に
限
ら
ず
、
都
市
施
設
の
整
備
に
関

す
る
「
計
画
」
や
「
事
業
」
の
全
般
」
と
定
義
す
る
。
な
お
、
都
市
計
画
法
に
依
拠
す
る
計
画
や
事
業
に
つ
い
て
特
に
分
け
て
記
述

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
「
法
定
都
市
計
画
」
と
記
述
し
て
い
る
。
第
二
は
、
企
業
と
行
政
と
の
密
接
な
関
係
で
あ
る
。
会
社
関

係
者
が
議
員
や
道
路
委
員
等
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
の
施
策
に
藍
接
関
与
す
る
権
限
を
・
有
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
社
主
な

い
し
経
営
陣
が
地
域
の
有
力
者
で
あ
る
場
合
、
地
方
行
政
そ
の
も
の
を
動
か
す
立
場
に
あ
っ
た
。
第
三
は
、
地
方
財
政
が
逼
迫
す
る

な
か
、
企
業
か
ら
の
寄
約
金
や
用
地
提
供
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
な
か
で
も
特
定
の
事
業
に
対
し
て
使

途
を
限
定
し
た
指
定
寄
附
金
の
申
請
は
、
企
業
が
都
市
施
設
の
整
備
を
進
め
る
上
で
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
寄
附
申
請

書
を
丹
念
に
み
て
い
く
こ
と
で
、
企
業
の
産
業
基
盤
整
備
に
対
す
る
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

過
当
競
争
の
な
か
、
企
業
に
と
っ
て
工
場
用
地
の
造
成
や
輸
送
網
の
整
備
、
あ
る
い
は
労
働
者
へ
の
住
宅
供
給
な
ど
は
生
産
に
直

結
す
る
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
か
ら
、
工
業
開
発
の
一
環
と
し
て
企
業
が
か
か
わ
っ
た
都
市
計
画
に
は
明
確
な
戦
略
が
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
本
書
で
は
、
そ
う
し
た
企
業
戦
略
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
企
業
城
下
町
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
白

的
と
し
て
い
る
口
そ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
企
業
城
下
町
に
お
け
る
都
市
形
成
の
一
歴
史
を
繕
い
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

工業地帯と企業城下町

3 

工
業
地
帝
と
企
業
城
下
町

こ
こ
で
は
、
「
工
業
地
帯
」
と
「
企
業
城
下
町
」
を
対
置
さ
せ
な
が
ら
地
方
都
市
に
お
け
る
都
市
計
画
行
政
の
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
本
書
の
分
析
視
角
を
提
示
し
て
お
こ
う
。

明
治
政
府
は
「
富
国
強
兵
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
官
営
工
場
の
建
設
を
は
じ
め
と
す
る
殖
産
興
業
政
策
や
、
金
融
制
度
の
維

7 . 

3 



企業城下11町へ

鉄
道
・
道
路
・
通
信
網
の
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
工
業
化
を
推
進
し
た
。
工
業
化
は
工
場
労
働
者
の
大
量
移
動
を
引
き
起
こ
し
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
速
度
と
規
模
で
都
市
化
が
進
行
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
工
業
地
帝
を
形
成
し
た
大
都
市
の
過
大
化
と
、
地
方
に
お

け
る
産
業
都
市
の
誕
生
と
い
う
こ
つ
の
現
象
に
現
れ
た

)
O

戦
前
の
地
方
都
市
に
多
数
の
大
企
業
が
立
地
す
る
こ
と
は
少
な
い
か

ら
、
企
業
城
下
町
は
地
方
に
お
け
る
工
業
化
の
典
型
例
を
示
し
て
い
る
。
工
業
地
帯
と
企
業
城
下
町
の
対
置
は
、
「
中
央
」
対
「
地

方
」
と
い
う
構
図
で
も
あ
っ
た
。
工
業
地
帯
に
立
地
す
る
企
業
と
地
方
で
事
業
を
展
開
す
る
企
業
で
は
、
当
然
、
企
業
戦
略
も
異
な

っ
て
い
た
し
、
都
市
計
画
へ
の
か
か
わ
り
方
も
異
な
っ
て
い
た
。

表

2
は
、
工
業
地
帝
と
企
業
城
下
町
を
形
成
し
た
主
要
都
市
の
法
定
都
市
計
画
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
工
業
地
帯
の

核
と
な
っ
た
都
市
で
は
、
都
市
計
画
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
富
国
強
兵
政
策
の
も
と
大
規
模
な
埋
立
事
業
や
築
港
等
が
実
施

さ
れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
鉄
道
や
留
道
も
優
先
的
に
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
市
区
改
正
事
業
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
京
や
大
阪
、

名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
で
は
道
路
拡
幅
や
上
下
水
道
の
敷
設
が
一
通
り
行
わ
れ
た
。
大
正
八
年
に
都
市
計
画
法
が
制
約
定
さ
れ
て
か
ら

は
、
表

2
に
一
不
す
よ
う
に
、
都
市
計
画
街
路
だ
け
で
な
く
、
土
地
区
画
整
理
、
都
市
計
画
公
園
、
運
河
、
緑
地
等
が
計
画
決
定
さ
れ
、

事
業
化
へ
の
道
筋
が
つ
け
ら
れ
た
。
ま
た
土
地
利
用
に
つ
い
て
も
、
用
途
地
域
(
住
居
、
商
業
、
工
業
)
だ
け
で
な
く
、
風
致
地
区

や
工
業
専
用
地
区
な
ど
が
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
工
業
地
帯
の
核
と
な
っ
た
都
市
で
は
、
部
分
的
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
法
定
都

市
計
画
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
ず
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
民
間
の
動
き
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
鉄
会
社
が
経
営
す
る
鉄
道
沿
線
上
で
郊
外
住
宅
地
を
開
発
し
た
こ
と

は
周
知
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
工
業
地
帯
へ
の
電
力
供
給
や
運
河
の
開
削
な
ど
を
同
時
に
計
画
し
た
会
社
も
あ
っ
た
。
ま

た
浅
野
総
一
郎
の
東
京
湾
埋
立
株
式
会
社
や
尼
崎
築
港
株
式
会
社
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
民
間
資
本
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
事
業
が

実
施
さ
れ
、
大
規
模
な
工
場
沼
地
も
造
成
さ
れ
た
。
川
崎
や
尼
崎
な
ど
で
は
地
元
の
地
主
た
ち
が
耕
地
整
理
や
土
地
区
画
整
理
を
施

行
し
、
住
宅
地
も
造
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
工
業
地
帯
で
は
、
大
規
模
な
工
場
施
設
さ
え
あ
れ
ば
、
生
産
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

J~三寧
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3 工業地帯と企業城下町

表 2 工業地帯・企業城下町を形成した主要都市の都市計画 (昭和 17年6月30日現在)

都nm前日以とA

f路f手援恋l踊z ! 
運河 法鉄務度道

公線

風致地区 蛾用途地 築1用地区主Z 
短i 都i!if，1-両法

'ffl¥iIJ名 工業地滑/主安企業:?:， 適用年月Fl i刻地
その他

ií~ 
治i攻Lll l 

掴飛行場、・上水、園下水、・i可JII、
掴墓地、・火葬場、-J/ii:芥焼却場、掴

東 京 大正 9:1lo1 H 1日 _1- - ロ -1- ロロ
防火胞設、・~%沖J川:Jj~ 、 Oí'lîJ-4，~、口
f，)j火m水平1)、ロ防火地区、 口美住)V也

J?:i長工業地{i'i l豆、口~:;ríU也区、 ロ{t JITi J}j.用地区、
むさ在地地IR

111的 i昭和13'1' 1月1日 _1_1- -・ ロ口 口It!i火Jfj水平1)、圃墓地

む|坊火地区、口火葬Jtlt、口市場、ロドh
被 i只 大正 9"1ミ1Fll Iゴ園口 a ロロ

火m水利
J: ロ O!i1j火地区、ロ住)?}.WJFJ地区、{コ?と
名 ï~ÎJ!ii 大正 9:11'1 H 1日 圃橿圃 -1-ロ口

数一!1.!1一1:1一r!i 
IlJJ~工業地情 j也地区

111:1平112{I: 4 Fl 1 Iヨ盟国 口 (新興工業都市青!酒)
地 回河川、醤墓地、 口笑飢地区、口~}j火

大 阪 大正 9{I: 1月1日 _1- -1--1-ロ ロ
地|豆、口下水

j四芭 約'8 飯事11工業地;~f~
大正12{lo7 FJ 1日 圃・・ -・ 口口

大il'.15"1ミ4月113 -1- • 口口 ロ・i世Ijj朝、・下水

-Jtlii朝、口慕f也、ロ|坊火地区、口高度
神戸 大正 g{f1 PJ 1 131_ • 。口

地s:

自
大正12{lo7月1臼 B - ロ ロ G

大正12{r7月1EI 鵬 圃 口口

;1ヒ九州工染地帯} 大iE12'.1ミ71'1113 国 ロ • 。 ロ

大lEl5{f4月11ヨ随 • ロロ
大IEl2ilミ7月11'1圃 • 口口

2主 i納 13本製鉄総砲事4鉄所 H白羽13{f9)']1O日 嗣 彊 口

'11.~f小牧 王子製紙株式会制 11日和17{ro6 H 181ヨ
~à 石 日本製鉄釜石製鉄所 i協和 8:ir7 )'12813 
日立 日立製作所 昭和B年10月31日ロ

多賀 日立製作所 昭和14年5月20日ロ ・ 口 (新興工業都市青!閥)

11芽 l琵 日立製作所 IIIHIII6iF 5月24日
-;'C Hl 中島飛行機 11日和10年5F122日 _1- • ロ (新興工柴・都r!iRI-問)
野 隠 野回醤油株式会社 昭和9年11月241:11_

J('f rJ" 東京芝浦製作所 11日和114ilミ2月18日

約 的 日本1iilll株式会主i 118平1114年1OJ'l27臼
食 小松 小松製作所 l昭和 8{j: 8 FJ 21日ロ

業主li 幻J村u子? 11日午IIlO{ド7月13日
?jt H}. ~世間 Ø lfVJIII IIr~和 10{ド 7 月 12El • (新興工業都市計画)

減メ1) i:t 遊間 I~I rrvJ織機 II[!有19{F 5 PJ 1513 ロ ロ

ーiご I也 [1]発動機製造株式会1j IIH手118年12月28日• 臼

JJ.:. 苅11EI本製鉄広封11製鉄所 11苦手1112年10月14日 圃 ・ (新興工業都市古|悩j)

IIIJ柳 生 帰依;造船所 IIH和10年7月18日
倉 敷 倉敷紡績株式会社 昭和3年9月1日 _1-
述 J誌 二H[工業水品航~機製jj 月i IIIH1Jl5"lo 6 112313 ロ ロ
玉野 二~I'造船 11白羽112>1:1 J'J20日

Jn rJ' 東洋工業株式会社 IIH平日14{jo8 H 16EI 
宇 都 宇都w波 H首相13{Iミ9J'J1OEII_ ロ ロロ
小型J-IJJ+wザ/11セメ ント lI!:f'fi廿1O{lo3 H 14日ロ

新府Ifi住友グループ IIrJ相18:11'12月9日温 ロ 盟主~j血

大牟111三JIグループ 大正12"lo7 Ji 1日 覆 掴 ロロ
水 {ii日 本塁~~JJ包料株式会制 IIf何日 9年6H 15日量 ロ
延 |河 iI!.lベンベルグ対!糸 i昭和18年5Ji IOEl • 」ー

口

東京市政調査会 f日本都市年鑑j(第 12巻、昭和 18年度版) 139 ~ 142頁より作成。一

部国立公文書館所蔵「公文雑纂jより補足。

口は都市計画決定、置は都市計画事業決定を示す。ゴシッ ク体は本書で取り 上げる都市。
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序章

そ
れ
に
対
し
、
企
業
城
下
町
で
は
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か

D

戦
前
の
地
方
行
政
は
、
教
育
費
に
対
す
る
多
額
の
財
政
負
担
を
強

い
ら
れ
て
お
り
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
施
設
の
建
設
は
明
ら
か
に
遅
れ
て
い
た
。
戦
前
の
企
業
城
下
町
は
大
き
く
て
も
せ
い

ぜ
い
人
口
数
万
人
の
都
市
で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
は
一
般
的
な
地
方
都
市
と
同
様
で
あ
っ
た
。

企
業
城
下
町
ク
ラ
ス
の
地
方
都
市
に
都
市
計
画
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
昭
和
八
年
の
法
改
正
後
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
都
市
計
画
法
が
適
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
表

2
に
一
不
す
よ
う
に
す
ぐ
に
都
甫
計
画
が
策
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

当
然
、
計
画
決
定
か
ら
事
業
決
定
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、
事
業
費
の
不
足
も
あ
っ
て
都
市
計
画
事
業
が
大
き
な
成
果
を
上
げ

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
戦
前
の
企
業
城
下
町
で
は
、
都
市
計
画
街
路
事
業
と
土
地
区
画
整
理
事
業
が
一
部
の
都
市
で
部
分
的
に
実

施
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
、
企
業
城
下
町
の
場
合
、
企
業
の
立
地
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
都
市
化
が
進
行
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
民
間
資
本

に
よ
っ
て
発
電
所
や
鉄
道
と
い
っ
た
都
市
施
設
が
建
設
さ
れ
た
り
、
住
宅
開
発
が
行
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

D

し
た
が
っ
て
地
方
の
企
業
が
大
都
市
の
企
業
と
競
う
た
め
に
は
、
工
場
だ
け
で
な
く
生
産
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
建
設
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
地
方
で
事
業
を
展
開
す
る
企
業
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
施
設
を
必
要
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
は
、
も
ち
ろ
ん
製
造
に
韮
接
か
か
わ
る
工
場
と
そ
の
関
連
施
設
で
あ
る
。
企
業
城
下
町
の
場
合
、
行
政
に
よ
っ
て
大
規
模
な

工
場
用
地
の
造
成
が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
企
業
は
用
地
買
収
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
工
場
席
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
口
さ
ら
に
こ
う
し
た
企
業
は
た
だ
工
場
を
建
設
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
・
な
か
っ
た
。
一
般
に
、
近

代
的
な
工
場
運
営
に
は
大
量
の
電
気
や
工
業
用
水
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
供
給
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合
に
は
、
発
電
所
や
給
水

施
設
と
い
っ
た
関
連
施
設
も
自
前
で
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
は
、
製
品
や
原
料
の
運
搬
に
か
か
わ
る
輸
送
施
設
で
あ
る
。
と
り
わ
け
地
方
に
立
地
す
る
企
業
の
場
合
、
輸
送
距
離
に
比
例

し
て
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
明
治
末
期
に
は
国
有
鉄
道
法
が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
全
国
的
な
規
模
で
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
の
接
続
は
企
業
の
経
営
を
左
右
し
た
。
ま
た
大
正
末
期
に
は
地
域
内
の
輪
送
に
ト
ラ
ッ
ク
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が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
全
体
に
わ
た
る
道
路
網
の
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

第
三
は
、
従
業
員
の
生
活
を
支
え
る
福
利
一
厚
生
施
設
で
あ
る
。
企
業
城
下
町
の
場
合
、
一
地
大
な
数
の
工
場
労
働
者
に
対
す
る
住
宅

供
給
は
民
間
資
本
で
は
到
底
追
い
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
、
社
宅
や
寮
、
寄
宿
舎
と
い
っ
た
住
宅
建
設
に
・
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。

一
方
、
地
方
で
有
能
な
職
員
を
雇
用
す
る
た
め
に
は
、
大
都
市
周
辺
の
郊
外
住
宅
地
に
代
わ
る
良
好
な
住
宅
地
を
造
成
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
住
宅
以
外
に
も
、
涯
療
、
保
健
、
衛
生
、
慰
安
、
娯
楽
、
文
化
、
体
育
、
教
育
な
ど
、
従
業
員
の
生
活
に
か
か
わ
る
施
設

が
不
口
止
し
て
お
り
、
労
働
効
率
と
い
う
点
か
ら
も
そ
れ
ら
を
全
般
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
企
業
が
建
設
に
か
か
わ
っ
た
公

立
小
学
校
や
水
道
と
い
っ
た
公
共
公
益
施
設
は
、
従
業
員
向
け
の
施
設
な
の
か
一
般
住
民
に
対
す
る
施
設
な
の
か
線
引
き
す
る
こ
と

が
難
し
い
が
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
企
業
の
運
営
に
と
っ
て
大
き
な
要
素
を
占
め
て
い
た
の
で
、
本
書
で
は
そ
れ
ら
も
含
め
て
扱

う
こ
と
に
す
る
。

以
上
か
ら
、
本
書
で
は
、
企
業
城
下
町
の
工
業
開
発
に
と
も
な
う
都
市
計
画
に
つ
い
て
「
工
場
関
連
施
設
」
「
輸
送
施
設
」
「
福
利

厚
生
施
設
」
の
整
備
状
況
か
ら
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
道
路
や
橋
梁
、
学
校
、
上
下
水
道
と
い
っ
た
都
市
施
設
は
、

行
政
の
施
策
と
し
て
整
備
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
企
業
が
そ
れ
ら
の
計
画
策
定
や
事
業
の
推
進
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
口
こ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
冒
頭
で
述
べ
た
工
業
立
国
・
日
本
に
お
け
る
近
代

都
市
計
画
の
特
質
を
探
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
上
で
、
企
業
の
生
産
に
か
か
わ
る
施
設
が
都
市
空
間
の
な
か
で
も
ち
得
た
意
味

に
つ
い
て
、
市
街
地
形
成
に
及
ぼ
し
た
影
響
か
ら
考
察
す
る
。

な
お
、
本
書
の
構
成
は
、
第

Z
部
「
在
来
産
業
の
企
業
城
下
町
|
|
野
田
醤
油
株
式
会
社
と
野
田
|
|
」
、
第
百
部
「
近
代
産
業

(
軽
工
業
)
の
企
業
城
下
町
|
|
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
と
倉
敷
i
i
i」
、
第
頂
部
「
近
代
産
業
(
重
工
業
)
の
企
業
城
下
町
i
i
i
司
立

製
作
所
と
日
立
l
l
t
」
と
な
っ
て
お
り
、
各
部
の
章
構
成
お
よ
び
分
析
視
角
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
述
し
て
い
る
。

本
論
に
は
い
る
前
に
、
産
業
部
門
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
て
お
く
。
ま
ず
在
来

産
業
の
場
合
に
は
、
小
資
本
の
個
人
経
営
の
工
場
が
複
数
立
地
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
生
産
に
か
か
わ
る
大
規
模
な
都
市

11 . 
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序章

施
設
の
建
設
費
を
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る
の
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
近
代
的
な
運
営
方
法
や
慣
習
が
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、
近
代
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。
一
方
、
綿
糸
紡
績
業
に
代
表
さ

れ
る
軽
工
業
の
場
合
、
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
工
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
雇
用
と
管
理
に
あ
た
っ
て
寄
宿
舎
を
は
じ
め
と
す
る
福
利

摩
生
施
設
の
充
足
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
戦
時
下
の
経
済
統
制
仰
は
、
企
業
の
事
業
展
開
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。

重
工
業
の
場
合
、
在
来
産
業
や
軽
工
業
に
比
べ
て
工
場
規
模
が
格
段
に
大
き
く
、
労
働
者
の
数
も
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
工
場
用

地
の
買
収
や
労
働
者
へ
の
住
宅
供
給
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
戦
時
下
に
は
、
軍
需
拡
大
と
と
も
に
増
産
体
制
に
は
い
っ
て
お
り
、

国
や
県
レ
ベ
ル
の
政
策
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。

〉王(
1
)
高
村
蕊
助
「
企
業
勃
興
日
本
資
本
主
義
の
形
成
|
」
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
一
局
、
一
九
九
二
年
)
に
詳
し
い
。

(
2
)
と
り
わ
け
産
炭
地
を
抱
え
る
北
海
道
(
夕
張
、
美
眠
、
芦
別
等
)
と
北
九
州
(
出
方
、
飯
塚
等
)
で
は
多
く
の
炭
鉱
阿
が
誕
生
し
た
。

(
3
)
岡
田
知
弘
「
重
化
学
工
業
化
と
都
市
の
膨
張
」
(
成
問
龍
一
編
「
近
代
日
本
の
軌
跡
9

都
市
と
民
衆
」
古
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、

一
四
頁
)
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
本
書
で
「
戦
時
中
」
と
い
う
場
合
、
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
、
昭
和
二
一
(
一
九
三
七
)
年
七
月
七
日
の
艦
溝
橋
事
件
に
端
を
発
し
た
日
中
戦

争
か
ら
太
平
洋
が
終
結
す
る
昭
和
二

O
(
一
九
四
五
)
年
八
月
一
五
日
ま
で
の
一
連
の
戦
争
の
期
間
を
示
す
。

(
5
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
石
田
頼
房
吋
日
本
近
代
都
市
計
画
の
百
年
」
(
自
治
体
研
究
社
、
一
九
八
七
年
)
一
九
一

j

一
九
二
頁
に
詳
し
い
。
昭
和
一
四
年

の
賄
工
省
に
よ
る
「
工
業
ノ
地
方
分
散
ニ
関
ス
ル
件
」
以
降
、
工
業
の
地
方
分
散
化
が
本
格
化
す
る
。
そ
れ
は
国
土
計
画
、
地
方
計
画
と
い
っ
た
具

体
的
な
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
工
業
の
分
散
立
地
、
国
土
の
総
軍
事
基
地
は
事
実
と
し
て
進
行
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)
旧
軍
施
設
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
今
村
洋
一
「
戦
後
臼
本
の
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
旧
軍
用
地
が
果
た
し
た
役
割
に
関
す
る
研
究
」
(
東
京
大
学
学
位

請
求
論
文
、
二

O
O
八
年
)
に
詳
し
い
。
例
え
ば
、
岩
田
陸
軍
燃
料
廠
が
三
井
石
油
化
学
工
業
に
、
佐
位
保
海
軍
工
廠
が
佐
世
保
重
工
業
に
払
い
下

げ
ら
れ
た
事
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

(
7
)
企
業
城
下
町
に
関
し
て
は
建
築
学
・
都
市
計
画
分
野
に
限
っ
て
み
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
論
考
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
本
書
で
参
考
に
し
た

代
表
的
な
論
考
の
み
を
挙
げ
る
。
自
本
建
築
学
会
都
市
計
画
委
員
会
編
「
九
州
の
企
業
都
市
」
(
昭
和
五
六
年
度
日
本
建
築
学
会
大
会
都
市
計
回
協
議

一

'
b
r
、

一
」
ノ
」
/
，
t
J



会
資
料
、

一
九
八
一
年
)
、
笹
谷
康
之
ほ
か
「
戦
中
期
に
お
け
る
多
賀
町
の
都
市
計
画
」
(
「
日
本
都
市
計
画
学
会
学
術
研
究
論
文
集
」
二

O
、
一
九
八

五
年
、

三
七
1
四
二
頁
)
、
篠
部
裕

・
瀬
口
哲
夫
「
企
業
都
市
に
お
け
る
企
業
の
都
市
施
設
整
備
に
関
す
る
研
究
1
新
居
浜
市
を
研
究
対
象
と
し
て

i
」

二
日
本
都
市
計
商
学
会
学
術
研
究
論
文
集
」
二
七
、
一
九
九
二
年、

二
二
三

1
二
二
八
頁
)

ほ
か

一
連
の
研
究
、
斎
藤
義
則
「
企
業
城
下
町
日
立
の

都
市
形
成
」
(
帯
刀
治
編
『
企
業
城
下
町
日
立
の
「
リ
ス
ト
ラ
己
東
信
堂
、
一
九
九
三
年
、
三
九

1
七
O
頁
)
、
砂
本
文
彦
「
鷲
尾
勘
解
治
と
新
居

浜
・
住
友
山
問
団
地
に
つ
い
て
」
(
「
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
」
五
一
九
、
一
九
九
九
年
五
月
、
二
七

一
1
二
七
八
一真
)
、
鈴
木
栄
基
「
戦
時
下

に
お
け
る
石
狩
工
業
都
市
計
画
」
(
『
都
市
計
画
論
文
集
』一二
七、

ニ
O
O
二
年
、
四
八

一
i
四
八
六
頁
)
、
角
哲

「近
代
日
本
に
お
け
る
工
業
系
企
業

社
宅
街
の
形
成
」
(
北
海
道
大
学
博
士
学
位
請
求
論
文
、

二
O
O
四
年
)
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
都
市
の
工
業
開
発
や
都
市
形
成
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
し
て
い
る
が
、
法
定
都
市
計
画
以
外
の
計
画
や
事
業
も
含
め
て
都
市
全
体
の
計
画
史
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の

は
な
く
、
本
書
の
特
徴
は
こ
の
点
に
あ
る
。

(
8
)
例
え
ば
、
鈴
木
淳
「
機
械
と
技
術
者
」
(
高
村
直
助
編

「近
代
日
本
の
軌
跡

8
産
業
革
命
」
古
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
年
、
二
二
四

i
一
五
三
頁
)

等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
9
)
野
田
醤
油
株
式
会
社
は
醤
油
醸
造
業
の
な
か
で
最
大
手
、
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
は
十
大
紡
の
う
ち
の
一
社
、
日
立
製
作
所
は
凶
重
電
の
う
ち
の
一
社

で
あ
り
、
当
該
部
門
の
代
表
的
な
企
業
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
年
時
点
の
資
産
額
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
が
第
四
二
位
、
野
田
醤
油
株

式
会
社
が
第
四
六
位
、
日
立
製
作
所
が
第
五
八
位
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
国
内
有
数
の
大
企
業
で
あ
り
、
か
つ
企
業
規
模
も
阿
レ
ベ
ル
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
比
較
分
析
が
容
易
で
あ
る
。
な
お
、
資
産
額
ラ
ン
キ
ン
グ
は
白
井
常
彦
・
大
東
英
裕
編

「日
本
経
営
史
l
大
企
業
時
代
の
到
来
|
」
(
第

三
巻
、
岩
波
書
応
、
一
九
九
五
年
)
に
よ
る
。

(
叩
)
各
都
市
の
人
口
推
移
は
市
町
村
合
併
の
状
況
や
年
代
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
五
年
の
時
点
で
は
野
田
が

一
万
九
二
九
一
人
、
倉

数
が
三
万

一
一
二
人
、
目
立
が
二
万
七
八

一一

人
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
く
、
都
市
規
模
の
点
か
ら
も
都
市
計
画
上
の
課
題
は
共
通
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
)
東
京
市
政
調
査
会
「
日
本
都
市
年
鑑
」
(
第
一
一
一
巻
、
昭
和
一
八
年
度
版
)
一
四
三
頁
の
「
都
市
計
画
及
同
事
業
決
定
一
覧
」
の
巻
末
集
計
値
に
よ
る
。

た
だ
し
同
書
に
掲
殺
さ
れ
た
「
都
市
計
闘
法
及
市
街
地
建
築
物
法
適
用
市
町
村

一
覧
」
(
一

二
凶
i
一二
九
頁
)
、
「
都
市
計
聞
及
同
事
業
決
定

一
覧
」

(
一
四
0
1
一
四
三
頁
)
を
集
計
し
て
み
る
と
都
市
計
画
法
が
適
用
さ
れ
た
の
は
一
九
五
市
、
間
二
五
町
村
、
そ
の
う
ち
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
の

が
一
六
五
市
、
一
五
三
町
村
、
事
業
決
定
さ
れ
た
の
が
一
一
一
二
市
、
五
二
町
村
と
な
っ
て
お
り
、
数
値
に
ち
が
い
が
あ
る
が
、
大
ま
か
な
傾
向
は
つ

、、ノ、，
。

カ
ゲ
一
之

(
ロ
)
用
途
地
域
は
住
居
地
域
、
尚
業
地
域
、

工
業
地
域
の
三
区
分
が
あ
り
、

工業地帯と企業城下町3 

い
ず
れ
に
も
指
定
さ
れ
な
い
「
未
指
定
地
域
」
が
事
実
上
四
つ
日
の
地
域
区

13 . 



分
に
な
っ
て
い
た
。
九
↓
九
年
に
市
街
地
建
築
物
法
が
削
判
定
さ
れ
た
当
時
の
住
居
地
域
は
建
蔽
率
一

O
分
の
六
、
高
さ
六
五
尺
以
下
、
商
業
地
域

は
建
蔽
率
一

O
分
の
八
以
下
、
高
さ
一

O
O
尺
以
下
、
工
業
地
域
は
建
蔽
率
一

O
分
の
七
、
高
さ
一

O
O
尺
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
き
わ
め
て
緩
や

か
な
説
制
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

(
は
)
都
市
計
商
法
が
適
用
川
さ
れ
た
.
九
四
市
の
う
ち
、
用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
た
の
は
九
一
一
一
市
で
あ
っ
た
が
、
道
府
県
庁
所
在
都
市
を
除
く
一
般
の
市
で

は
一
四
七
市
の
う
ち
、
用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
た
の
は
五
六
市
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
問
。
パ

i
セ
ン
ト
に
満
た
な
か
っ
た
。
ま
た
町
村
の
場
合
、

都
市
計
語
法
が
適
用
さ
れ
た
四
二
七
町
村
の
う
ち
、
前
途
地
域
が
指
定
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
五
町
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

(
は
)
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
の
都
市
計
画
史
に
つ
い
て
辻
多
く
の
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
著
作
と
し
て
前
掲

「
日
本
近
代
都

市
計
画
の
百
年
」
、
石
出
額
一
関
守
口
本
近
代
都
市
計
画
史
研
究
い
(
柏
舎
一
時
、
一
九
八
七
年
)
、
越
沢
明
吋
東
京
の
都
市
計
画
」
(
岩
波
書
応
、
一
九
八

八
年
)
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
都
市
計
画
全
体
の
濁
流
や
腕
度
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
著
作
を
参
照
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
近
代
の
都
市
化
が
工
業
化
と
と
も
に
展
開
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
業
開
発
と
都
市
計
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
都
市

計
画
史
研
究
は
意
外
に
少
な
い
。
最
初
の
都
市
計
画
通
史
で
あ
る
前
掲
「
日
本
近
代
都
市
計
画
の
百
年
」
(
一
二
七
二
頁
)
で
は
「
せ
ま
い
都
市
計
画

(
技
翁
・
制
度
)
の
枠
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
都
市
の
形
成
、
都
市
の
経
済
・
産
業
活
動
、
都
市
住
民
の
生
活
・
文
化
な
ど
と
の
関
連
は
極
め
て

不
十
分
」
と
い
う
課
題
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
都
市
計
画
史
研
究
の
到
達
点
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
都
市
計
画

史
研
究
は
さ
ま
ざ
ま
な
一
挺
際
を
み
せ
、
ま
た
深
化
し
た
が
、
都
市
の
経
済
・
産
業
活
動
と
の
関
連
と
い
う
点
で
は
、
当
時
の
研
究
状
況
と
あ
ま
り
変

っ
て
い
な
い
。
本
警
は
、
企
業
の
工
業
開
発
と
都
市
計
画
と
の
関
係
に
分
析
提
角
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
都
市
計
画
史
研
究
に
は
な
い
新

た
な
知
見
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

歴
史
学
の
分
野
で
は
、
沼
尻
晃
伸
吋
工
場
立
地
と
都
市
計
画
i
!
日
本
都
市
形
成
の
特
質

1
9
0
5
1
1
9
5
4
i」
(
東
京
大
学
出
版
会
、
ニ

O
O
二

年
)
が
公
刊
さ
れ
た
。
間
警
は
東
京
、
川
崎
、
名
古
屋
を
中
心
と
し
て
、
工
場
立
地
に
関
す
る
諸
政
策
に
つ
い
て
網
羅
的
に
分
析
し
た
労
作
で
あ
る
。

本
警
が
地
方
の
企
業
域
下
町
を
訴
究
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
全
面
的
な
工
業
開
発
に
関
す
る
動
向
や
諸
政

策
に
つ
い
て
は
多
く
の
部
分
で
再
審
に
参
考
に
し
て
い
る
。

一
方
、
地
方
都
市
を
対
象
と
し
た
都
市
計
画
史
研
究
は
史
料
の
制
約
も
あ
っ
て
明
ら
か
に
遅
れ
て
い
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
県
庁
所
在
都
市
を
中
心

に
髄
別
研
究
が
部
恨
み
重
ね
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
戦
前
の
地
方
都
市
に
お
け
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
本
書
が
特
に
参
考
に
し
た
論
考
と
し
て
、
生
藤
滋
編

ぺ
域
下
町
の
近
代
都
市
づ
く
り
」
(
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
五
年
)
、
越
津
明
「
復
興
計
画
」
(
中
央
公
論
新
社
、
二

O
O
二
年
)
を
挙
げ
て
お
く
。

(
日
)
議
掲
「
重
化
学
工
業
化
と
都
市
の
膨
張
」
一
九
六
頁
。

(
w
m
)

郊
外
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
山
口
積
一
端
吋
郊
外
住
宅
地
の
系
譜
i
東
京
の
田
鼠
ユ
ー
ト
ピ
ア
|
」
(
鹿
島
出
版
会
、

企業誠下i好へi芋寧

14 . 

一

七

三

J

、
「
三
h
E
4

・
↑
接
、
ー

一
寸
ノ

j
t
4
L
μ
ト
ト
オ
も
μ
4
1ノ
i



工業地帯と企業城下町

陽
悦
・
角
野
幸
博
編

「近
代
日
本
の
郊
外
住
宅
地
」
(
鹿
島
出
版
会
、
二

O
O
O年
)
な
ど
多
く
の
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

(
口
)
前
掲
「
近
代
日
本
の
軌
跡
9

都
市
と
民
衆
」
(
四
一
頁
)
に
よ
れ
ば
、
昭
和

一
五
年
に
人
口
一

O
万
人
以
上
の
都
市
は
四
五
都
市
で
あ
り
、
六
大
都

市
(
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
)
は
す
べ
て
人
口
一

O
O
万
人
以
上
と
突
出
し
て
い
た
。
そ
れ
以
外
の
三
九
都
市
に
つ
い
て
同

年
の
国
勢
調
査
を
み
て
み
る
と
、
多
く
が
県
庁
所
在
都
市
も
し
く
は
工
業
地
帯
を
形
成
し
た
都
市
で
あ
り
、
人
口
は
一

0
1
三
五
万
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り

一
般
的
な
地
方
都
市
の
大
多
数
は
人
口

一
O
万
人
以
下
の
都
市
で
あ
り
、
企
業
城
下
町
を
形
成
し
た
都
市
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
範
鴫
に

含
ま
れ
て
い
た
。

(
出
)
な
お
、
本
書
で
は
、
管
理
的
知
的
作
業
に
従
事
す
る
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
指
す
語
を
「
職
員
」
に
統
一
し
、

て
記
述
し
て
い
る
。
職
員
と
労
働
者
を
一
緒
に
記
述
す
る
場
合
に
は
「
従
業
員
」
を
用
い
て
い
る
。

3 

一
般
の
工
場
労
働
者
と
分
け
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